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1961年の初の作品である『娘と私』(山下 , 1961-1962)から、81作目の 2009年の『ウェ
ルかめ』(相良 , 2009-2010)まで 49年の歴史を歩んできた朝ドラであるが、本稿は前述の理
由から朝ドラの成立期に焦点を絞る。
まず、初期の朝ドラと他の時期を区分するため、作品の時期区分を示す。NHKプロデューサー
小林由紀子 2は、以下の４期の時期区分を提示している (小林 2009)。
1) 1作目から 14作目『鳩子の海』(林 , 1974-1975)まで：明治生まれ、昭和初期生まれの
女性が家族とともに戦中、戦後を生き抜く話が大多数。
2) 15作目『水色の時』(石森 , 1975)から 41作目『純ちゃんの応援歌』まで：家族よりも
ヒロインが中心となり、女性の社会進出が目覚しかった昭和 50年代を反映。
3) 42作目『青春家族』(井沢 , 1989)から 61作目『あすか』(鈴木 , 1999-2000)まで：生
き方の多様性、女性の願望のようなものが続く。
4) 62作目『私の青空』(内舘 , 2000)以降：再び家族、夫婦、自分らしい生き方、等身大
の女性が主題となる。
小林が提起した 4期の区切りを参考にしつつ、筆者は視聴率と物語の背景の要素を加えて
時期区分を提示したい。まず、第 1期の 1961年から 1974年を「成立期」とし、次に、視聴
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鶴惠 (1996, p. 356)は、ホームドラマは映画の〈ホームドラマ〉を背景として成立し、その中








ける「母性愛と親子愛」の特別な関係が理由とされている (坂本 , 1996, p. 165)。坂本 (1996)
は、「母ものの母親像は、従来から「日本的」とされている献身的な母親像とほぼ重なっている」
(p. 169)と指摘し、さらに坂本は、山村 (1978, p. 188)の分析結果を引用して次のように説明
している。戦前の国定教科書、戦後の母を扱ったテレビドラマなどの面接調査をデータとして
分析した結果、その中に見えた母のあり方という観点からの母親像は、主体的な生身の人間と
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[dots added]」「『伊豆の踊子』はテ
レビ小説の可能性をさぐるためのテスト版的な意味を持っていた。(「きょうから「娘
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[dots added]を意識したからだ。」(「TV40年連続テレビ小
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Table 1-1 朝ドラ初期作品一覧・記事件数リスト
  
Note 1. 1962‐1974放送当時の記事数 .
Note 2. ●は一致する項目 .













番組の放送時間後、「視聴者層として家庭婦人を強く意識し」「主婦向けのため」(牧田 , 1976, 
p. 80)に放映されていると言われているが、本稿はこれに疑問を提示しつつ考察してゆく。
3 朝ドラの特徴の分析
まず Table 1-1の 14作について [1]視聴率と [2]新聞や雑誌等の記事数を比較し、Figure. 
1の平均視聴率曲線図と Figure 2の記事件数比較の数字を確認する。（Table 1-1と 1-2、
Appendix Tableを合わせて考察を行うため、Table 1-1から Table 1-34「朝ドラ初期作品リ
スト・特徴分析表」と Appendixの「週刊 TVガイド 5記事件数比較表」を参照願いたい 6。
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初の連続テレビドラマ『バス通り裏』(筒井 & 須藤 , 1958-1963)であり、もうひとつは 1961
年の正月に 3日間連続で放送された『伊豆の踊子』(篠崎 , 1961)である (岩崎 , 1962, p. 53-
57)。
『伊豆の踊子』という作品はテレビ小説としてはじめて試みられた形であると言われ (岩崎 , 
1962; 牧田 , 1976)、このドラマは「主人公の心理の独白もいかにして、心理描写の密度もや
や文学的な厚みを狙う
4 4 4 4 4 4 4 4 4
というのが制作者の意図であった」(牧田 , 1976, p. 85) という。
また、「この作品ではナレーションが中心になるため原作の味を忠実に生かしていると、内










(牧田 , 1976, p. 78)という。








Note 2. ◆、●、◎は一致する項目 .
Note 3. Table 1-2は牧田徹雄「NHK連続テレビ小
説の考察」の表 2の一部を参考にして作成したもの。
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「全国の主婦が、8時 15分になると一斉に職場を放棄？」






(1) 「甦った信長　高橋幸治　NHK「おはなはん」で、こんどは軍人役 拝見 [写真特集一面
4ページ ]」(1966, p. 7-10)
(2) 「平凡な女、はなの一代記　樫山文枝、高橋幸治らが出演 [番組紹介 ]」(1966, p. 92)
(3) 「高橋幸治に再度の助命嘆願」(1966, p. 12)
(4) 「テレビでも結婚シーズン　樫山文枝が花嫁に」 (1966, p. 14)
(5) 「かわいいですのう　「おはなはん」で人気沸騰　樫山文枝の熱演ぶり拝見」(1966, p. 
3-5 [写真特集一面 ])
(6) 「おはなはんに娘誕生　樫山文枝にそっくり」(1966, p. 12)
(7) 「おはなはんがレコード化　倍賞千恵子の歌、裏はテーマ音楽」(1966, p. 26)
(8) 「後家入りにきんさらんかい　老若男女がみんな惚れたおはなはんの魅力とは？」(1966, 
p. 32-35)
(9) 「快調のペース　おはなはんは陽気な後家はん　朝の人気者・樫山文枝」(1966, p. 3-5 [写
真特集一面 3ページ ])
(10) 「横顔紹介『おはなはん』をとりまく人々」(1966, p. 28-32)
(11) 「スタジオ訪問　おはなはん」(1966, p. 24-27)
(12) 「テレビこの 1年　なんでもベストテン　強い「おはなはん」と「てなもんや三度笠」」
(1966, p. 28)
(13) 「『おはなはん』から宇宙中継まで＝ 66年テレビ界十大ニュース＝」(1966, p. 26-28)
(14) 「あの顔、あのシーン　思い出のおはなはん大特集」(1967, p. 3-9)
(15) 「いやァ　参った参ったこの騒ぎ　空前！！おはなはんブームの総決算」(1967, p. 24-
28)
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(1) (1966a, cover page)
(2) (1966b, cover page)
(3) (1967a, cover page)
(4) (1967b, cover page)
3) 読者サロン
(1) 「おはなはんの楽しさ」(1966, p. 112)
(2) 「「おはなはん」と母」(1966, p. 104)










4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
[sic]がお好き
4 4 4 4
なんだよ
4 4 4 4
。それがうける要素。」 (1966, p. 26-28) 
 (3) 「庶民の教科書」: 「おはなはんは、明るくて、強く、大らかで、情にあつい。『期待され
る人間像』なのである。速水夫婦は『期待される夫婦像』である」(「後家入りにきんさら




その内容を読んでいくと、例えば 4)の (1)：「婦人層が圧倒的にこの時間帯で ...」、4)の (2)：
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寝ていても、「お母ちゃん行かないで」寝言をいう謙一郎であった。子供の気持ちを考え、
おはなはんは母として生きていく決意をした。
















ここでの記録は、主に (1)主人公の性格と (2)人生の転換点を中心に注目した。場面 1と 2
の記録から、主人公はなの性格が読み取れる。少しおてんばであるが、陽気で見合い結婚の時
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3.3「一代記」と家族もの
ここで、牧田 (1976)の研究成果を一部参照しながら、朝ドラの扱う題材の特徴について考
えてみたい。Table 1-3の中で [8]一代記と [9]家族ものという特徴に注目して考察する。
初期の朝ドラの主要テーマは「家族もの」と「一代記」という 2つのタイプに分けられる。
家族ものとは、「親と子・夫と妻など、身近な人間関係の中で家族・家庭のあり方を描くもの」






















います。(『週刊 TVガイド』, 1962c, p. 41-43)
63年に放送された『あかつき』は武者小路実篤の作品が初めてドラマ化されたことで、注
目を集めたそうだ。雑誌の番組紹介の特集では、「善意とまごころをテーマに理想主義の中の
幸福な家庭はどんな環境の中でどのように創り出されるか」(『週刊 TVガイド』, 1963a, p. 
43)、「『暁』と『幸福な家族』を中心に」「愛情と信頼にみちたこの温かい家庭を舞台に」(『週
刊 TVガイド』, 1962a, p. 20)とある。さらに、その家族の形について「この番組の『佐田家』
は中流家庭の理想的な形として描いています。物語前半のヤマ場である長女の結婚式、ぜった
いにウソのない、つまり佐田家の経済事情に合ったものを再現したかったのです」(『週刊 TV























た (『週刊 TVガイド』, 1968b, June-July)。また、1972年の『藍より青く』は戦争を背景と
した女の一代記である。主人公の真紀は 18歳で結婚し、夫の戦死で幼児を抱えて未亡人となっ
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育児の責任を果すという性別による固定的な役割分担という構造を意味する。(横山 , 2002, p. 
28-30)
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約件数は 1953年で 500件、普及率は僅か 0.1%だった。その後次第に上昇し、1955年が 1
万 6600件、1960年では 68万 6000件である。61年には普及率が 50%近くまであったとい
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TV Culture and Women: The Conversion of the Early Morning NHK Television 
Series, Asadora, and its Relationship to Female Viewers
Hsinyi HUANG
There is abundant research on the way women’ s images have been portrayed in 
television dramas with regard to the issue of women and the media, but yet few of these 
studies focus on asadora, the early morning television series on NHK in Japan. This series 
has played a major role in shaping the image of Japanese women to the present day, 
portraying the life of a woman as she grows from being a daughter, a wife to a mother. 
By identifying the components and characteristics of asadora, this paper will explain 
not only how this genre started but reconrm its content and the heroine’ s image. The 
paper will also focus on the turnabout of asadora, and discuss if and how it is related to 
female viewers. Based on previous research, asadora was initially intended as a literary 
program, but it seems that its content was changed after the highly popular Ohanahan 
series was broadcast in 1966.  
In this paper, I clarified the changing form by revisiting the television drama and 
articles from selected 60’ s magazines. In conclusion, the reason of the conversion is 
strongly linked to the fact that the majority of the audience is female. The Ohanahan 
series in 1966 had a tremendous response from female viewers, most of whom were 
housewives. This was largely due to the social background of the 1960’ s. The division 
of labor that resulted from this period of high economic growth in Japan gave rise to 
increasing numbers of “modern housewives.” Asadora has since shifted its theme to 
the ‘biography of a woman’ , in particular constructing the typical asadora heroine: 
the cheerful and reliable mother who always sacrifices herself for the family. This 
kind heroine and the similar story lines became the paradigm of asadora as known 
by the general public today. The conversion is an extremely important clue when 
contemplating the later works of asadora.
Keywords:
women’ s image, asadora, gender-role stereotypes, female viewers, media inuence
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